
各中学校区で設定した資質・能力の育成に向け，生活科・　　　総合的な学習の時間を核とし，各教科等の年間指導計画と連動させて
作成した，９年間を見通した教育活動の全体像

児童生徒一人一人の学びが連続するように，各学年集団　　　が実際に行ってきた生活科・総合的な学習の時間のテーマ等を一目で
分かるように記録した学びの足跡

・自他の成長のために貢献する
・地域社会に貢献する

幼児期の諸感覚を働かせた体験的な学びを踏ま
え，発達の段階に応じたICTの効果的な活用を
通して，探究的な学びを支える基盤となる情報活
用能力を系統的に育成します。

情報活用能力の“つながり”

コミュニティ・スクールによる
教育活動の充実

目指す姿の“つながり”
心身の発達の段階や特性を踏まえ，幼児教育，小
中一貫教育（小・中学校），高等学校教育等を通じ
て，系統的に資質・能力を育成します。

異年齢や学校段階等間の“つながり”
異年齢の子どもなど，様々な人々と世代を越えた
交流を通して，共に尊重し合いながら協働して生活
していく態度を養い，自尊感情の向上を図ります。

家庭，地域社会との“つながり”
　教育方針や特色ある教育活動の取組，子どもの
状況などについて家庭や地域社会の理解を求め，
協力を得るとともに，連携を図りながら教育活動を
展開します。

「地域の人・もの・こと」との“つながり”
各中学校区の特色を生かし，地域の人・もの・こと
を活用しながら，世界につながる教育，未来につな
がる教育を展開します。
　また，多様な学びを子どもたちが地域等で表現す
る“学びの発信”を大切にします。


